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ナンシー山口は、クロスボーダーの合併・買収（M&A)、戦略的投資、ベンチャーキャピタル投資、ジョイントベンチャ

ー、戦略的提携および、技術関連・ライセンス取引などの案件を中心に、グローバル・テクノロジー企業に法的ア

ドバイスを提供しています。20 年以上に及ぶ経験を有する山口は、米国および日本を拠点とする上場、非上場の

多国籍企業のインバウンドおよびアウトバウンドのM&A 取引を含む、企業のあらゆる法務面についての助言で厚

い信頼を得ています。クライアントには、半導体、自動車、銀行、フィンテック. IT とソフトウェア、バイオ製剤および

医療技術（MedTech ）業界などの様々な企業です。 

 

山口はChambers 誌アジア地域コーポレート/M&A 取引部門バンド 1 の格付けを受け、クライアントからは「ビジネ

ス・マインドを備え、細部まで卓越した配慮がある」との評価を得ています。「有能で日本語に堪能なばかりではな

く、文化的背景を理解し、特に日本政府との交渉では驚くべき成果を上げている」と推奨され、また「交渉や法務

全般で一流であるのみならず、多国間取引を成功に導く傑出した能力を有している」と特筆されています。 

 

また、知的財産、労働および雇用、訴訟案件などについても、これらの分野を扱う専門家と協力し、世界中のテク

ノロジービジネスとテクノロジー資産の運用について助言を行っています。 

山口は、モルガン・ルイスの対米外国投資委員会（CFIUS) ワーキング・グループ・メンバーでもあります。CFIUS 

とは、特に技術とデータセキュリティの観点から対米投資を検討する閣僚級の 9 つの行政機関で構成される米

国政府機関です。山口は米国内外のテクノロジー企業に、技術移転、輸出管理、経済制裁、データプライバシー

、サイバーセキュリティに関連する法規制の遵守に関するアドバイスの実績があります。 

 

モルガン・ルイス入所以前は、国際的法律事務所にて世界のテクノロジー業務部門代表パートナーを務め、その

前には、シリコンバレーに拠点を置く、上場企業のM&A 担当ディレクタター、テクノロジー企業の法務担当役員（

chief legal officer） を歴任しました。テクノロジー業界のビジネスと法務の経験を活かし、現実的なビジネスソリュ

ーションを提示し、個々のテクノロジー企業クライアントの事情に沿った法的アドバイス、交渉を行っています。 

  



代表的な取扱案件 

アジア 

 

日本 

 UMC による富士通の子会社、三重富士通セミコンダクターの 5 億 1 千ドル（約 576 億円）での買収 

 深セン市英唐智能控制股フン有限公司（YITOA) と米国 G Tech Systems Group (GTSGI) が共同出

資するKofu Hong Kong Holdings による、パイオニア・コーポレーションの子会社のパイオニア・マイク

ロ・テクノロジ―社の買収 

 横河電機によるカリフオルニア大学サンタクルーズ校の教授が設立したシリコンバレーを拠点とする

スタートアップ、BioStinge 社の買収 

 日本を拠点とするモバイル、クラウド、ブラウザなど loT 技術の企画・開発する株式会社 ACCESS の

ドイツ子会社 ACCESS Europe GmbH による、ハンブルクを拠点とするテレビ・車載向け動画配信プラ

ットフォームの開発 NetRange Automobile GmbH 社の買収 

 三菱 UFJ 銀行とシリコンバレーを拠点とするテクノロジースタートアップの Ripcord による、三菱 UFJ 

銀行のデジタルトランスフォーメーションと業務のデジタル化のサポートの為の重要な技術取引 

 栗田工業による米国シリコンバレーのソフトウェア技術スタートアップ、Fracta社へのシリーズA投資、

および Fracta 社による口ボットエ学スタートアップの買収 

 日本の大手工業企業とイタリアの戦略的パートナー間のジョイントベンチャー 

 日本の大手企業による、シンガポールの非上場企業への戦略的投資および少数株の取得 

 日本の大手金融機関とサンフランシスコに拠点を置くフィンテックスタートアップ企業間の戦略的投資

および技術提携 

 H&Q アジア・パシフィック、ゴールドマン・サックス、ソニー、モトローラ、東京電力、NTT ドコモ、その他

の日米投資家による、日本の移動体通信会社へのベンチャーキャピタル融資 

 株式会社 ACCESS とモトローラ/Freescale 社間における技術協力および株式投資 

 

 

中国 

 台湾を拠点とする大手半導体製造メーカーの、半導体関連資産、英国子会社及び英国ノースタインサ

イド所在の不動産総額約 1 億ドルの売却 

 シリコンバレーを拠点とする半導体企業と中国珠海市所在の戦略的パートナーとの間の自社ブランド

技術開発およびライセンスパートナーシップ契約 

 シリコンバレーに拠点を置く半導体スタートアップによる中国内での技術開発へ中国上海の投資家によ

る投資 

 

北米 

 

アメリカ 

 米国の自動車/工業上場企業と、日本自動車/工業上場企業による、日本、中国、台湾、韓国、シンガポ

ール、タイ、インドにまたがる合弁事業  

 カリフォルニア州法に基づく債権者への譲渡を通じた、半導体 R&D 企業からの技術資産および不動産

の取得  

 米国の売却者からの口ーマ近郊のイタリア企業の 6,200 万ドルでの買収、およびシリコンバレーを拠点

とするイメージセンサー企業との関連技術契約の締結  

 サンディェゴに拠点を置く自動車会社の多数株主による少数株の買収  

 シリコンバレーの半導体企業による高圧電力デバイス事業のスピンオフ  



 シリコンバレーに拠点を置く上場企業のために LED 企業を買収  

 バイオテクノロジー/医療関連会社における組織再編、ブリッジローン、および投資の主席投資家顧問  

 サンディェゴとシリコンバレーに拠点を置く米国のインターネットノ e コマース企業やバイオテクノロジーノ

医療関連企業に対する、シリコンバレーのベンチャーキャピタルファームによる株式投資 

 

欧州 

 

ドイツ 

 

 ドイツ投資家による、車載アプリケーションに特化したシリコンバレーのテクノロジースタートアップ 

企業の買収 

 米国上場企業の WiMax 事業をドイツの大手テクノロジー企業へ売却  

 ドイツのシュツットガルト近郊に拠点を置く米国のテクノロジー企業による、ドイツの自動車事業の英国購入

者への売却 

 カリフオルニア州に拠点を置くテクノロジー投資家および購入者による半導体製造施設と関連資産の購

入 

 ドイツの半導体と技術開発会社の 2 つの関連事業を税益のため再編 

 

 

受賞および所属 

 Chambers USA 誌カリフォルニア州、アジア取引部門コーポレート/ M&A 業務におけるバンド 1 (2021 

年) 

 Chambers USA 誌カリフォルニア州、サンフランシスコ、シリコンバレー＆周辺部門、コーポレート/ 

M&A 業務においてランク入り (2021 年) 

 アメリカ法曹協会、ビジネス部会員 

 北カリフォルニア・ジャパンソサエティ、MedTech 委員会理事及び会員 

 南カリフォルニア日米協会、Women’s Leadership Counts（女性リーダーの育成）共同議長 （2021 年 

） 

 南カリフォルニア日米協会会員 

 北カリフォルニア・ジャパンソサエティ、日米イノベーション賞シンポジウム、イノベーション諮問委員

会会員及び 

 スタンフォード大学、米国・アジア・テクノロジー管理センター会員 

 

 

資格・登録 

 カリフオルニア州弁護士 

 イリノイ州弁護士 

 英国・外国弁護士登録 

 

学歴 

 

 1998 年  ノースウェスタン大学口ースクール、J.D.取得（cum laude）I 

 1993 年  ハーバード大学 AM.取得 

 1989 年  ジョージタウン大学、B.A.取得 

 

 



取扱分野 

 

 テクノロジー 

 フインテック 

 バンキング 

 自動車及びモビリテイ 

 小売り及び E コマース 

 ヘルスケア 

 

 

取扱業務 

 企業合併・買収 

 新興ビジネス＆テクノロジー 

 テクノロジー関連取引 

 企業法務・金融及び投資管理 

 国際貿易及び国家安全保障 

 

 

地域 

 北米 

 アジア太平洋 

 ヨーロッパ 

 日本 

 中華圏 


